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●はじめに　
現在、ラオスでは、 「二〇二〇年







帯では人口が二〇〇人以上、平野部では五〇〇人以上、そして、都市部では一 〇人以上でひとつ村を形成 きると定めている（参考文献①） 。しかし、特に山岳地域においては、この条件すら満たしていない村がある。また、条件をたして ても、インフラが未整備なため、郡行政による管理が難 い村が未だに多く存在す 。当然、そのような村の住民 行政サービスを提供することは難しく また、開発にも困難が生じる。そこで、考えられたのが、村のグループ化でありクムバーンであった。　
このような考えは、すでに一九七
〇年代には党内で議論されていた。ただ、一九七五年の建国以降、ラオスにとって最大の課題は、約三〇年続いた独立闘争と内戦からの復興であった。まずは、党や国家機構、基礎的な経済・社会インフラを整備するとともに、自立性の高い地方を中央に統合し、国家としての土台を構築することが先決だったのである。一九七〇年代後半に農業集団化 通じて末端の村の組織化や農村開発 試みたが、農民の反発を受け、わずか一年で挫折した。以降、グループ化 通じ 本格的な農村開発に着手したのは、一九九〇年代に入ってからである。　
一九九一年八月、ラオスは建国後
初の憲法を公布した。憲法 は、 「国家の調整を伴った市場経済メカニズム」という文言が明記され 市場経済化による経済開発を国是と定めた。憲法制定は、いわばラオスが戦後からの脱却を果たし、本格的な国家建設を開始したことを意味した。それは、戦後復興ではない、新 な国家目標が必要になったことでもあった。　
一九九三年二月一八日、第五期党
中央執行委員会第六回総会は、経済発展を進め、国家を徐々に最貧国から脱却させる いう目標を掲げた。この目標には、一九九六年の第六回党大会において 「二〇二〇
年までに国家を最貧国から脱却するため奮闘する」と、具体的な期限が定められた。そこで重要と ったのが地方の経済開発であり、特に、人口の約八割以上が居住していた農村 ・ 山岳地帯の った。そして党は、一九九四年四月の第五期党中央執行委員会第八回総会において、農村開発に関する決議を公布した。決議で 焼畑を廃止し、山岳少数民族に定住地と定職を分配すること、また、開発重点地域を定め、開発を進めること等がめられた（参考文献②） 。これらは決して新しい政策ではないが、改めて党中央決議として ことに意味があった。　
時を同じくして、党は基層レベ
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ループが、現在のクムバーンの原型と考えられる。　
二〇〇四年六月八日、 「村建設、










執行委員がクムバーンを直接指導し、必要であればそ ままクムバン基層党委員会書記に就任すると定められている（参考文献④） 。基層党委員会とは、三〇人以上 正党員により設立できる末端の党組織である （参考文献⑤） 。 つまり、 クムバーンは、郡党執行委員会の管理下に置かれ、クム基 が実際の指導にあたっていることがわか 。　
クム基層党委員会の具体的な構
成は、二〇〇五年二月九日に公布された「新時代におけ 建設執行に関する党中央事務局指導書第三八号」で定めら てい 。それによると、クム基層 委員会 五〜七人で構成 、メンバーは郡や基層レベルの幹部、または、中央部門から派遣された職員となっている。しかし、上級（つ り、
央、県、郡）の職員が執行委員の三分の二を超えてはならないとの定めもある。一方で、書記は郡党執行委員の一人が兼任し、副書記は郡幹部職員が務め とし 党執行委員会によるクムバーンへの管理を確保している（参考文献⑥） 。　
実際の活動は、中央、県、郡な
どから派遣され 省庁（部門）職員が担っている。村がクム（グループ）化されると、中央省庁や県、郡から部門職員が派遣され 。場所によって必要とされる分野が異なるため、派遣 職員の分野も、保健や公共事業から鉱物部門などさまざまである。ただ、ほぼすべてのクムバーンに派遣されるのが、農業部門担当職 である。　
クムバーン設置の主要目的は、









































































中部サワンナケート県の県庁所在地であり、二〇一〇年八月現在、人口約一二万二 〇人、六七の村によって構成されている。郡内は、一三のクムバーンにわけられ、郡党常務委員七名が、それぞれひとつから二つのクムの責任者となっている。郡党常務委員会とは、郡レベルの党最高意思決定機関である。ただ、実際に各クムの開発政策や方針の詳細を決定する は、郡レベルに設けられた政治基層建設・農村開発委員会である。こ会は、クムごとに設け れている。つまり、カイソーン・ポムヴィハーン郡には一三の委員会が設置されていることになる。　
例えば、郡重点開発区に指定さ




区に指定されているクムはクム八と、指定されていない クム三と同様の委員構成となっている。共通しているのは、委員長を郡党執行委員が務めていること 例外は、人事異動で委員長ポストに空白が生じ、現在、構成村の党単位書記や郡部門職員が委員長を務めているクム四、 一二 ある。 ただし、今後、郡党執行委員が委 長に任命されることになっている。
　
実際に現場で指導を行うのは、
クムの基層党委員会である。上述したように、党中央事務局指導書第三八号では、 員会書記は郡党執行委員が そして、 副書記は、郡部門職員が務めることになっている。 しかし、 実態は少し異 る。　
例えば、クム三では、郡党執行
委員が書記を、副書記二名を構成村の党単位書記が務めている。三名の委員は、クム 構成する六村のうちの三村の村長である。党委員会の他、 クム三には農林部門 軍、警察職員が郡から派遣され常駐している。また、財務、商業、教育、都市開発、土地管理などの郡職員が定期的に訪れている。多くの郡部門職員が訪れ のは、クム が郡内の中心部に位置し ためである。基層党委員会は、毎週金曜日に会議を招集し、構成村 党単位書記や村長から各村の経済・社会状況報告を受ける。　
クム八でも、郡党執行委員が基












行った郡官房やクム三、八での聞き取りでは、郡と村の間にクムバーンが形成され、かつ、党委員会が設置されたことで 経済開発というより、むしろ末端の村を効率的に管理でき、状況を良く把握できるようになったこと 利点 してあげていた。
●おわりに　
クムバーン・パッタナーは、貧困
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図1　カイソーン・ポムヴィハーン郡におけるクムバーン管理体制
（注）＊点線は必ず設置されている組織ではない。
（出所）筆者作成。
